
釧 路水 武 だ よ り

走査花子顕微鏡で観察したホタテガイの眼

○オホーツク公海のカラスガレイについて

○幅広のソウハチについて

○達吉武沼の水質

oキンコについて

○日本生態学会 (釧路)で研究発表

○企画総務部の紹介

○人事異動
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lSSN 0287-6787



オ
ホ
ー
ツ
ク
公
海
の
カ
ラ
ス
ガ
レ
イ
に
つ
い
て

依下

は
じ
め
に

昭
和
六
十

丁
年
の
第
二
回
日
ソ
漁
業
委
員
会
に
お

い
て
ソ
連
邦
二
〇
〇
海
里
水
域
内
で
の
底
刺
網
漁
業

が
前
面
的
に
禁

止
さ
れ
ま
し
た
O
特
に
既
存
漁
業
者

が
最
も
多
い
根
室
地
域
で
は
こ
の
漁
業
に
対
す
る
依

存
度
が
高
-
'
漁
業
経
済
に
大

き
な
影
響
を
与
え
ま

し
た
｡

こ
う
し
た
背
景
の
中
で
'
未
利
用
漁
場
開
発
調
査

の
1
環
と
し
て
'
昭
和
六
十

1
年
六
月
下
旬
'
オ
ホ

ー
ツ
ク
公
海
で
の
新
規
漁
業
に
括
緒
を
求
め
'
根
室

･
落
石
漁
協
所
属
船
に
よ
る
底
刺
網

の
試
験
操
業

(特
別
採
捕
)
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
｡
当
海
域
で
の

漁
獲
対
象
種
は
カ
ラ
ス
ガ
レ
イ

(
通
称
'
ギ
ン
ガ
レ

イ
)
で
'
こ
の
種
の
漁
業
生
物
学
的
な
知
見
は
極
め

て
少
な
い
現
状
に
あ
り
ま
す
｡

当
水
試
で
は
昭
和
六
十

一
年
の
試
験
操
業
開
始
時

よ
り
､
根
室
支
庁
経
済
部
水
産
課
'
根
室
漁
協
関
係

者
と
共
同
で
生
物
調
査
を
実
施
し
'
調
査
は
継
続
中

で
す
が
比
較
的
資
料
が
連
続
し
て
い
る
昭
和
六
十
三

年
の
調
査
結
果
か
ら
'
カ
ラ
ス
ガ
レ
イ
の
生
態
に
つ

い
て
'
現
在
ま
で
得
ら
れ
て
い
る
知
見
を
整
理
し
ま

し
た
の
で
'
そ
の

i
部
を
紹
介
し
ま
す
.

田

孝

･
井

上

卓

田

隆

利

･
晴

山

義

範

-
.

カ
レ
イ
類
に
つ
い
て

北
海
道
近
海
で
の
カ
レ
イ
類
は
約
三

〇
種
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
が
'
重
要
な
漁
獲
対
象
種

は
十
八
種
ぐ

ら
い
で
'
他
種
は
経
済
価
値
が
低
い
も
の
で
す
｡
し

か
し
'
近
年
で
は
ペ
1
-
ン
グ
海
周
辺
海
域
で
遠
洋

底
び
き
網
に
よ
る
北
方
系
の
カ
レ
イ
類
は
'
大
き
-

二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
区
分
さ
れ
'

7
つ
は
比
較
的
大

き
な
口
と
鋭
い
歯
を
持

っ
た
も
の
'
他
は
小
さ
い
口

と
鈍
い
歯
を
持

っ
た
も
の
で
す
｡
前
者
に
は
ア
ブ
ラ

ガ
レ
イ
属
'
オ
ヒ
ョ
ウ
属
'
カ
ラ
ス
ガ
レ
イ
属
'
ウ

ロ
コ
メ
ガ
レ
イ
属
'
ア
カ
ガ
レ
イ
属
な
ど
で
'
後
者

に
は
マ
コ
ガ
レ
イ
属
'
サ
メ
ガ
レ
イ
属
'
ヒ
レ
グ

ロ

属
'
ハ
バ
ガ
レ
イ
属
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
｡

2
.
カ
ラ
ス
ガ
レ
イ
に
つ
い
て

｢
分
布

･
形
態
｣

カ
ラ
ス
ガ
レ
イ
属
は
北
太
平
洋
産
の
カ
ラ
ス
ガ
レ

イ
と
北
西
太
平
洋
産
の
種
と
の
間
の
関
係
(同
種
か
'

別
種
か
)
が
は

っ
き
-
せ
ず
論
議
の
余
地
が
あ
-
ま

す
｡北

海
道
近
海
で
は
オ
ヒ
ョ
ウ
'
ア
ブ
ラ
ガ
レ
イ
の

漁
獲
量
減
少
と
対
照
的
に
'
道
東
太
平
洋
'
根
室
海

咲

(
羅
白
仲
)
'
オ
ホ
ー
ツ
ク
海

(北
見
大
和
堆
東

部
)
で
カ
ラ
ス
ガ
レ
イ
の
漁
獲
量
が
目
立

っ
て
い
ま

す
｡
特
に
'
根
室
海
域
の
羅
臼
沖
で
は
底
刺
網
で
昭

和
六
十
三
年
の
場
合
'
年
間
約

一
'
〇
〇
〇
ト
ン
'

金
額
で
約
三

･
八
億
円
に
達
し
て
い
ま
す
｡
道
東
太

平
洋
-
根
室
海
峡

(
羅
白
仲
)
で
漁
業
関
係
者
は
通

称
'

ギ
ン
ガ
レ
イ
'
オ
ヰ
ヒ
ラ
メ
と
称
し
て
い
る
の

は
標
準
和
名
で
カ
ラ
ス
ガ
レ
イ
で
す
｡
そ
の
分
布
域

は
ベ
ー
リ
ン
グ
海
～
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
'
道
東
太
平
洋

～
相
模
湾
ま
で
及

び
､
水
深

1
0
0

-
七
〇
〇

m
の

底
層
に
生
息
し
て
い
ま
す
｡
北

海
道
周
辺
海
域
で
は

道
東
太
平
洋
～
根
室
海
峡
'
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
か
け

て
の
砂
泥
質

に
多
-
分
布
し
て
い
ま
す
が
'
何
故
'

標
準
和
名
で
カ
ラ
ス
ガ
レ
イ
と
な

っ
た
の
か
そ
の
由

来
は
不
明
で
す
O
お
そ
ら
く
体
色
が
黒
く
特
に
無
眼

側
の
体
色
が
淡
暗
紫
色
を
呈
し
て
お
り
'
鳥
の
カ
ラ

ス
に
類
似
し
た
体
色
か
ら
と
想
像
さ
れ
ま
す
｡
た
だ

し
'
烏
の
カ
ラ
ス
の
よ
う
に
頭
脳
が
発
達
し
て
い
る

か
ど
う
か

･
･
･

地
方
名
で

一
般
的
に
ギ
ン
ガ
レ
イ
と
称
す
る
の
は

漁
業
者
の
話
し
で
は
鮮
度
が
良
好
な
時
の
体
色
が
銀

色
化
し
て
い
る
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
よ
う
で
す
｡

ま
た
'
魚
屋
や
ス
ー
パ
ー
の
鮮
魚

コ
ー
ナ
ー
で
刺
身

と
し
て
販
売
さ
れ
て
い
る
オ
キ
ヒ
ラ
メ
は
ヒ
ラ
メ
の

代
用
品
と
し
て
販
路
が
確
立
き
れ
て
い
ま
す
が
'
肉

質
は
白
く
や
や
油

っ
ぽ
い
が
新
鮮
な
も
の
は
刺
身
と

し
て
は
美
味
で
'
オ
キ
ヒ
ラ
メ
と
し
て
商
品
化
き
れ

て
い
ま
す
｡
そ
の
名
付
親
は
誰
か
知
り
ま
せ
ん
が
'

素
晴
ら
し
い
商
品
名
だ
と
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
す
｡

カ
ラ
ス
ガ
レ
イ
の
外
部
形
態

(図

-
1
)
を
み
ま



す
と
ア
ブ
ラ
ガ
レ
イ
屑
と
極
め
て
類
似
し
て
お
り
'

体
形
は
側
屈
し
や
や
細
長
-
有
眼
側
の
休
色
は
ほ
と

ん
ど
淡
暗
紫
色
で
体
表
は
滑
ら
か
で
'
口
縁
は
特
に

演
色
で
無
限
側
は
黒
味
の
強
い
汚
白
色
を
呈
す
る
こ

と
に
よ
り
識
別
は
容
易
で
す
O
体
長
は

7
-

1
･
H

m
に
達
し
'
休
重
三
四

･
五
時
に
遵
す
る

-
の
が
あ

り
ま
す
｡
な
お
'
雌
雄
闇
の
形
態
的
差
異
は
認
め
ら

れ
ま
せ
ん
｡

図-1 カ ラ ス ガ レ イ

｢北海道沖合底びき網｣(1971)より転載

3.
生
物
軸
査

オ
ホ
ー
ツ
ク
公
海
の
カ
ラ
ス
ガ
レ
イ
の
漁
期
間
中

に
お
け
る
'
時
期
別
'
水
深
別
t
分
布
特
性
を
把
握

す
る
た
め
月

一
回
を
原
則
と
し
て
'
各
船
の
協
力
を

得
て
水
深
別
に
配
置
し
て
無
作
為
で
五
十
尾
を
抽
出

後
'
冷
凍
模
本
し
帰
港
後
'
根
室
漁
協
に
搬
入
し
て

生
物
調
査
を
行
い
ま
し
た
｡

標
本
の
採
集
時
期
は
昭
和
六
十
三
年
五
月
七
日
'

五
月
二
十
八
日
～
六
月
十
五
日
'
七
月
十
七
日
'
八

月
二
〇
日
～
二

十
六
日
'
九
月
十
四
～
二
十
二
日
'

十
月
二
十

一
～
二
十
七
日
'
十

1
月
十
八

～
二
十
三

日
の
計
七
回

の
7
斉
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
O
そ
の

調
査
範
囲

(
図
-
2
)
は
北
緯
五
十
四
度
か
ら
五
十

五
度
､
東
経

7
四
八
度
五
十
分
～

7
四
九
度
五
十
分

の
海
域
で
す
.
調
査
点
は
三
十

六
か
点
の
水
深
四
五

五
～
九
八
七

m
で
'
標
本
尾
数
は
雌

T
t
〇
七
四
尾

雄

六
三
〇
尾
の
合
計

T
.
七
〇
四
尾
に
つ
い
て
精
密

軌
定
し
ま
し
た
｡

漁
場
の
海
底
地
形
は
東
経

一
四
九
度
を
基
線
と
し

て
'
北
緯
五
十
四
度
二
十
～
五
十
分
に
か
け
て
の
北
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5○p-loO■50▲ー l l

tI ● 氏 刺桑業.;.莱図 7l 315

●8一一lll7I14

sS

､ Iー lllI日 III r 77X24+ :め】一
)Ib47～■●○▲一一一lIlI-

■～●l 一一巾 Tl 7)

/i､ lL 上I 7475
/1 77 78 79

YIL+l> 80 〇一 82 83

krlA ■一 85 ○6

Ii 47 ○○ 89 ■■■■■
t一一■I■ヽ■t 90 91 92 i(

i■●■'.芸Ll".,...0 93 94 95 ㌔-◆■■■
96 .a ～t■:pIO1-■ ■■■

図-2 鞠査海域 (黒枠)
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都
海
域
が
カ
ラ
ス
ガ
レ
イ
の
好
漁
場
と
な

っ
て
い
ま

す
｡
等
深
線
は
五
十
四
度
五
十
分
に
は
水
深
五
〇
〇

m
'
五
十
四
度
三
十
分
は
六
〇
〇

m
と
な
っ
て
お

り
'

比
較
的
緩
や
か
な
海
底
地
形

で
七
〇
〇

竺
口
ま
で
遵

す
る
が
'
そ
れ
よ
-
南
側
で
は
次
第
に
急
斜
面
と
な

り
水
深

二

〇
〇
〇

m
以
上
の
深
海
と
な
り
ま
す
｡

底
質
は
各
船

の
協
力
を得
て
'
前
述
し
た
好
漁
場
の

底
質
を
十
五
か
点
で
採
集
し
た
が
'
こ
れ
ら
は
肉
眼

観
察
の
結
果
'
す
べ
て
軟
泥

(細
砂
を
含
む
)
で
し

た
｡

川
体
長

･
体
重
組
成

今
回
の
標
本
に
つ
い
て
'
時
期
別
'
雌
雄
別
'
体

長
組
成

(図
-
3
)
を
み
る
と
'
雄
は
体
長
四
十
五
･

五
～
七
十
二

･五
仇
'
雌
が
四
十
五
･
五
～
八
十
四
･五
仇

の

範
囲
で
'
雄
は
二
峰
型

(
五
〇

g
.
六
〇

仇
)
I

雌
が
三
峰
型

(
六
〇

仇
'
六
五

甲
､
七
〇

仇
)
'
体

重
組
成

(図
-
4
)
で
は
'
雄
が
〇
･
七

五
～五
･

七
五
時
'
雌

は
7
･
〇
～
八

･
七
五
晦
の
範

囲
で
'

雄
は
二
峰
型

(
1
･

五
晦'
二

･
五
時
)
'
雌
が
三

峰
型

(
二

･
〇
時
'
三

･
〇
時
'
四

･
〇

時
)
が
推

測
さ
れ
'

体
長
組
成
と
同
様
に
複
数
の
年
級
群
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
｡

旦 N壬= 80
83.6.7

63.6.6- 16

63.7.17
63.8.20-26

63.9.14-22

1-27 N=156

63.10.2
63.ll.1B-23

50 60 70 80 C.T一

体 長

図-3 時期別､嘩堆別､体長組成

尾
eJ
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40

漁
期
中
を
通
じ
て
水
深
四
六

〇
～
六

〇
〇
m
で
は

体
長
五
〇

仇
台

(体
重
二

･
〇
晦
前
後

)
'
水
深
七

〇
〇

m

前
後で
は
体
長
六
〇
～
七
〇

仇
台

(
三

･
〇

～
四
･〇
時
)
が
漁
獲
の

主
休を
占
め
る
傾
向
が
み

ら
れ
ま

す
｡図
示
し
て
い
ま
せ
ん
が
'
時
期
別
'
水

深
別
'
性
比
の
割
合
は
大
き
な
違
い
は
認
め
ら
れ
な

く
'
水
深
四
六
〇
～
六
〇
〇

m
で
は
雄
個
体
'
七
〇

〇

m前
後
は
雌
個
体
の
出
現
額
度
が
高
い
傾
向
が

み

ら
れま
す
｡

前
述
し
た
時
期
別
'
雌
雄
別
'
水
深
別
の
体
長

･

体
重
組
成
を
比
較
す
る
と
'
両
者
と
も
雄
よ
り
雌
の

方
が
大
き
い
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
｡
こ
の
傾
向
は
前

年
度
の
調
査
と
類
似
し
て
い
ま
す
｡
こ
の
こ
と
は
'

他
の
カ
レ
イ
類
に
つ
い
て
も
同
様
の
結
果
が
得
ら
れ

て
い
ま
す
｡

カ
ラ
ス
ガ
レ
イ
の
体
長
と
年
齢
の
関
係
を
把
撞
す

る
た
め
'
今
回
の
標
本
に
つ
い
て
耳
石
を
採
集
し
た

が
'
他
種
カ
レ
イ
に
比
べ
て
極
め
て
薄
-
'
有
眼
側

の
も
の
は
前
方
の
縁
辺
か
ら
中
心
に
向
か
う
深
い
溝

が
あ
-
､
成
長
帯
と
休
止
帯
と
の
区
別
は
不
鮮
明
で

休
止
帯
数
の
判
読
は
困
難
で
し
た
｡

既
往
の
知
見

(
N
M
F
S

P

∫
0
C
･
R
e
p

o
r
-

1
九
七
六
)
で
は
'
雄
の
場
合
は
六
歳

四
十
二
･
七

仇
'
七
歳

四
十
七

･
二
甲
､
八
歳

五
十

7
･
四

竺

九
歳

五
十
五

･
四

6
.
十
歳

五
十
九

･
四

竺

十

7
歳

六
十
三

･
1
仇
'
十
二

歳

六
十
六

･
7
仇
'
十
三
歳

六
十
六

･
八

竺

十
四
歳

七
十

7
･
四

仇
と
記
載
さ
れ
て
お
り
'
今

回
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
公
海
に
お
け
る
漁
獲
物
組
成
は
六

-
十
四
歳
に
相
当
し
ま
す
｡
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図15 時期別､雌の生殖巣重量の変化

-4-

IO



仇
生
殖
巣
重
量
の
変
化

時
期
別
'
雌
雄
別
'
生
殖
巣
重
量
の
変
化
で
は
'

雌

(図
-
5
)
は
五
月
上
旬
が
二
〇
〇
～
三
〇
〇
ダ
'

六
月
上
～
中
旬
は
三
〇
〇
ダ
前
後

'
七
月
中
旬
が
三

〇
〇
～

四
〇
〇
ダ
'
∧
月
中
～
下
旬
が
三
〇
〇
-
七
〇

〇
才
に
そ
れ
ぞ
れ
中
心
が
あ
り
ま
す
｡

九
月

中
旬
と
十

月
下
旬
で
は

7
.
〇
〇
〇
ダ
前
後
(体
長
六
十
五
仇
以

上
)
の
個
休
が
出

現
し
て
い
ま
す
が
'
十

7
月
中
旬

で
は
す
で
に
産
卵
後
の
も
の
と
思
わ
れ
る
個
休

(肉

眼
観
察
で
は
生
殖
巣
が
萎
縮
)
が
認
め
ら
れ
ま
す
｡

7
万
'
雄

(図
-
6
)
は
五
月
上
旬
で

1
0
0
ダ
'

六
月
上
～
中
旬
が

1
五
〇
ch,'
七
月
中
旬
は
1
五

〇

i
二
〇

〇
グ
'
八
月
中
～
下
旬
が
二
〇
〇
ダ
前
後

'

九
月
中
旬
は
四
〇
〇
才

前
後
に
そ
れ
ぞ
れ
中
心
が
あ

り
'
十
月
下
旬

と
十
1月
中
旬
は
二
〇
〇
g
以
下
に

減
少
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
･｡

前
述
し
た
生
殖
巣
重
量
の
変
化
を
み
る
と
'
九
月

中
旬
に
生
殖
巣
重
量
は
増
大
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
'

既
往
の
知
見

(前
述
'

一
九
七
六
)
で
は
産
卵
期
は

九
月
以
降
と
記
載
さ
れ
て
お
り
'
今
回
の
調
査
結
果

と
類
似
し
た
傾
向
が
示
唆
さ
れ
ま
す
｡
な
お
'
雄
は

体
長
五
十
五
仇
以
上
(体
重
二
晦
前
後
)
'
唯
が
六
十
三

仇
以
上

(三
晦
前
後
)
に
な
る
と
'
生
殖
巣
重
量
は

増
大
し
産
卵
に
関
与
す
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
｡
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義一1 時期別､胃内容物の組成 (昭和63年)

調査時期 5.7 5.28- 7.17 8.20- 9.14- 10.21- ll.18- 合 計

胃内容物 尾 ~数 6.15尾 数 尾 数 26尾 赦 22尾 数 27席 数 23尾 数 尾 数 %

空 胃 253 261 248 131 211 266 104 1,474 86.8Ⅹ
スケ トウダラ 18 24 30 55 29 13 5 174 10.2Ⅹ

イカ類 ll 3 511 4 9 3 35 2.1Ⅹ
ゲンゲ頬 11 1 1 2 4 0.2富

タコ頬 1 11 1 3 0.2Ⅹ

エビサケイトシキダラカジカ頬ベニズワイガニ 1 1 2 0.1Ⅹ2 0.1Ⅹ111

矧

胃
内
容
物
に
つ
い
て

時
期
別
'
胃
内
容
物
の
組
成
を
表
I
に
示
し
ま
し

た
｡各

時
期
の
胃
内
容
物
を
み
る
と
'
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ

二

〇

･
二
%
)
を
捕
食
し
て
い
る
個
体
が
多
-
'

次
い

で
イ
カ
類

(
二

･
7
%
)
､
ゲ
ン
ゲ
類

(
〇

･

二
%
)
'
タ
コ
類

(
〇

･
二
%
)
'
エ
ビ
類

(〇
･

1
%
)
'
サ
ケ
類

(〇
･
7
%
)
の
噸
で
す

.
こ
れ

ら
の
こ
と
か
ら
'

カ
ラ
ス
ガ
レ
イ
は
特
定
の
魚
種
を

選
択
的
に
捕
食
す
る
の
で
な
-
'
そ
の
海
域
や
遊
泳

層
に
多
-
生
息
し
て
い
る
魚
や
表
層
魚

(
サ
ケ
類
=

休
長
十
五

仇
前
後
)
-
捕
食
し
て
い
る
こ
と
か
ら
'

カ
ラ
ス
ガ
レ
イ
は
運
動
性
に
富
み
活
発
で

'
時
間
帯

に
よ

っ
て
垂
直
移
動
を
す
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
｡

お
わ
り
に

オ
ホ
ー
ツ
ク
公
海
で
の
試
験
操
業
は
三
カ
年
を
経

過
し
'
カ
ラ
ス
ガ
レ
イ
の
年
間
漁
獲
量
は
三
､
〇
〇

〇
ト
ン
前
後
に
達
し
'
新
規
漁
業
と
し
て
軌
道

に
乗

っ
て
い
ま
す
｡
し
か
し
'
近
年
で
は
輸
入
量
の
増
加

(
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
'
グ
-
1
ン
ラ
ン
ド
)
に
よ

っ
て

魚
価
は
低
下
し
'
厳
し
い
漁
業
情
勢
に
あ
り
ま
す
｡

漁
獲
さ
れ
た
カ
ラ
ス
ガ
レ
イ
は
船
上
で
頭
部
と
尾
部

を
カ

ッ
ト
し
凍
結
処
理
さ
れ
ま
す
が
'
販
路
と
し
て

は
主
に
フ
ラ
イ
の
加
工
原
料
に
用
い
ら
れ
ま
す
が

7

部
は
ヤ
ン
グ
向
け
'63
フ
イ
ッ
ユ
バ
ー
ガ
I
の
原
料
に

用
い
ら
れ
好
評
を
得
て
い
ま
す
｡
い
ず
れ
に
し
て
-

漁
獲
物
の
付
加
価
値
の
向
上
と
消
費
拡
大
が
望
ま
れ

て
い
ま
す
｡

今
回
の
生
物
調
査
で
は
い
-

つ
か
の
知
見
を
紹
介

し
ま
し
た
が
'
カ
ラ
ス
ガ
レ
イ
の
体
長
と
年
齢
の
関

係
を
み
る
と
'
他
の
カ
レ
イ
類
に
比
べ
て
性
成
熟
が

九
歳
以
上
で
高
齢
と
推
測
き
れ
る
の
で
､
適
正
目
合

の
検
討
を
行

っ
て
'
こ
の
資
源
を
合
理
的
に
利
用
し
'

持
続
性
の
あ
る
漁
業
と

し
て
確
立
す
る
こ
と
が
'
今

後
の
重
要
課
題
で
す
｡

現
在
も
本
調
査
は
継
続
中
で
す
が
'
今
後
も
定
型

的
な
生
物
調
査
を
実
施
し
て
'
オ
ホ
ー
ツ
ク
公
海
に

お
け
る
カ
ラ
ス
ガ
レ
イ
の
漁
業
生
物
的
な
知
見
を
得

る
努
力
を
し
ま
す
の
で
､
漁
業
関
係
者
の
協
力
と
情

報
の
提
供
を
期
待
し
ま
す
｡

最
後
に
こ
の
報
告
に
あ
た
り
'
生
物
標
本
の
採
集

等
に
便
宜
を
図

っ
て
い
た
だ
い
た
根
室
地
区
漁
業
振

興
協
会
大
東
会
長
を
始
め
各
船
主
及
び
船
長
他
乗
組

員
の
協
力
に
対
し
深
く
謝
意
を
表
し
ま
す
｡

(よ
-
た
た
か
し

釧
路
水
試
漁
業
資
源
部

い
の
う
え
た
か
L
t
L
も
で
た
か
と
し

は
る
や
ま
よ
し
の
り

根
室
漁
業
協
同
組
合
指
導
部
)

6



幅
広
の
ソ
ウ
ハ
チ
に
つ
い
て

一
九
八
七
年
九
月
二
八
日
'
知
人
沖
水
深
30

-
50

m
で
行
わ
れ
た
釧
路
水
試
用
船
第
5
天
昭
丸
に

･Liる

シ
シ
ャ
モ
資
源
調
査
時
に
混
獲
さ
れ
た
ソ
ウ
ハ
チ
の

中
で
､
非
常
に
幅
広
の
個
体
が
見
つ
か
-
ま
し
た

(図

1
の
上
)
｡
普
通
の
ソ
ウ
ハ
チ

(図
1
の
下
)
は
､

他
の
カ
レ
イ
類
と
比
べ
て
も
ス
マ
ー
ト
な
形
を
し
て

い
ま
す
｡
原
因
を
調
べ
た
と
こ
ろ
､
多
数
の
異
常
菅

椎
骨
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
-
ま

し
た

(図
2
の
上
)
0

こ
の
個
体
の
育
椎
骨
は
'
前
か
ら
12
-
31
番
目
ま
で

の
20
個
が
前
後
か
ら
圧
縮
さ
れ
た
よ

う
に
変
形
し
て

い
ま
し
た
｡

育
椎
骨
異
常
個
体
は
､
魚
類
の
人
工
種
苗
生
産
で

よ
-
み
ら
れ
る
現
象
で
す
｡
こ
の
原
因
と
し
て
は
､

親
魚
の
栄
養
状
態
や
そ
れ
に
伴

う
卵
質
の
良
し
悪
L
t

そ
し
て
骨
格
が
形
成
き
れ
る
初
期
発
生
段
階
で
の
餌

条
件
な
ど
､
い
ろ
い
ろ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
｡

こ
こ
で
は
'
自
然
界
で
の
ソ
ウ
ハ
チ
の
育
椎
骨
異

常
の
頻
度
を
少
し
調
べ
て
み
ま
し
た
｡

材
料
に
は
'

7
九
八
八
年
九
月

T
～
二

1
日
の
天

昭
丸
に
よ
る
釧
路
沖
で
の
シ
シ
ャ
モ
桁

曳
網
調
査

(
知

人
沖
水
深
15
-
50

m
)
時
に
得
ら
れ
た
'
体
長

一
二

八
～

一
八
二

柵
の

一
〇
三
個
休
を
用
い
ま
し
た
｡
そ

れ

ぞ
れ
体
長
'
体
高
を
測
定
後
'
ソ
フ
テ
ッ
ク
ス
写

吉

田

英

雄

真
に
よ
-
'
異
常
育
椎
骨
の
有
無
を
調
べ
ま
し
た
｡

(図
3
'
表
-
)

異
常
育
椎
骨
を
持

つ
個
体
の
割
合
は
'
約

7
%
で

し
た
が
'
多
-
は
3
個
程
度
で
あ
-
'
6
個
以
上
の

異
常
背
椎
骨
を
持

つ
も
の
は
約
2
%
で
し
た
｡
ま
た
'

育
椎
骨
数
の
差
に
よ
る
体
高
の
違
い
は
な
い
よ
う
で

す
｡作

為
的
に
選
ん
だ
幅
広
の
ソ
ウ
ハ
チ
2
個
体
は
'

異
常
菅
椎
骨
数
も
多
-
'
体
高
も
ラ
ン
ダ
ム
サ
ン
プ

-
ン
グ
の
場
合
よ
り
明
瞭
に
大
き
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
｡

し
か
し
'
肉
眼
で
も
は

っ
き
り
識
別
で
き
る
幅
広

の
ソ
ウ
ハ
チ
の
自
然
界
で
の
割
合
は
'
1
%
以
下
と

考
え
ら
れ
ま
す
｡(

よ
し
だ
ひ
で
お

･
漁
業
資
源
部
)

図 1 肯広のソウハチ (上)と普通のソウハチ (下)の裏表
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図2 ソウハチの脊椎骨 (ソフテックス写真よりトレース)

上 :異常育椎骨をもつ個体 (標準体長169伽､体高82珊 )

下 :正常個体 (榛準休長 175榊､体高72抑 )
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140 160 180mm
標 準 体 長

図3 ソウハチの体長と体布の関係｡破線は個々の点の95%信頼限界を示す｡

●:菅椎骨数38のもの､N=24
0:脊椎骨数39のもの､N=69

△:背椎骨数40のもの､N-3

■ :異常育椎骨数 (少数)をもつもの､N-7

□ :特に多数の異常育椎骨をもつもの､N-2(作為的に選んだソウハチ)

図中の番号は､異常育椎骨の個数を示す

表 1 ソウハチの脊椎骨数と脊椎骨異常の経度

腹推+尾椎-脊椎骨数 個体数(尾部棒状骨含めず) 異 常 個 所 .個 数腹 椎 尾 数

ランダムサンプリング 10+28-38 1
ll+27-38 23

正 常 11に.22号==3399 63 -
ll+29=40 2

12+28=40 1

ll+27=38 1 1 1*異 常 12+26-38 1 1
ll+28=39 5 2､2､3､6､7

作為的サンプ l)ング 11+27-38 1 12

*菅椎骨の形は正常だが､血管棟が2本ある
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達

古

武

沼

の

水

質

角

田

富

男

は
じ
め
に

1
九
八
七
年
に
日
本
で
二
九
番
目
の
国
立
公
園
に

指
定
さ
れ
た
釧
路
湿
原
の
東
縁
に
塘
路
湖
'
シ
ラ
ル

ト
ロ
湖
お
よ
び
達
吉
武
沼
の
三
湖
沼
が
よ
こ
た
わ

っ

て
い
る
｡
そ
の
な
か
で
比
較
的
大
き
な
塘
路
湖
お
よ

び
シ
ラ
ル
ト
ロ
湖
で
は
ワ
カ
サ
ギ
を
は
じ
め
と
す
る

漁
業
が
行
わ
れ
て
い
る
｡
し
か
し
な
が
ら
最
も
小
さ

な
達
吉
武
沼
で
は
ワ
カ
サ
ギ
や
フ
ナ
等
が
生
息
し
て

い
る
-
の
の
'
遊
漁
が
わ
ず
か
に
行
わ
れ
て
い
る
程

度
に
過
ぎ
な
い
｡
釧
路
町
で
は
こ
の
未
利
用
水
域
で

あ
る
達
古
武
田
で
の
ジ

ュ
ン
サ
イ

の
栽
培
を
検
討
し

て
お
り
'
そ
の
可
能
性
を
探
る
た
め
沼
の
水
質
の
現

況
把
握
の
調
査
依
頼
を
町
よ
り
受
け
た
｡

達
吉
武
沼
は
周
囲
五

･
四
B
t
面
積

1
･
三
七
k

の
長
楕
円
形
の
小
さ
な
湖
沼
で
'
糊
口
か
ら
西
へ
延

長
五
〇
〇

珊
程
の
細
い
水
路
を
経
て
釧
路
川
に
通
じ

て
い
る
｡
湖
の
周
囲
は
キ
ク
ヨ
シ
の
密
生
す
る
湿
原

(釧
路
湿
原
の
東
端
)
で
'
そ
の
外
側
の
北
～
乗
～

南
の
三
方
に
は
放
牧
地
や
草
地
が
広
が
り
'

さ
ら

に

低
い
丘
陵
が
そ
れ
を
囲
ん
で
い
る
｡
丘
陵
地
か
ら
湿

原
を
経
て
数
本
の
河
川
が
湖
内
に
注
い
で
い
る
が
'

最
大
の
達
吉
武
川
が
延
長
六
B
程
度
で
'
い
ず
れ
-

極
め
て
小
さ
な
河
川
ば
か
り
で
あ
る
｡

桐
査
方
法

八
七
年
に
別
図
に
示
す
と
お
り
'
湖
内
に
設
け
た

五
定
点
に
つ
い
て
表
'
底
層
水
の
観
測
と
採
水
を
実

施
し
､
水
質
分
析
を
行

っ
た
｡
た
だ
し
水
深
の
極
-

浅
い
st
･
5
は
表
層
の
み
行

っ
た
｡
季
節
変
動
を
み

る
た
め
調
査
時
期
は
春
､
夏
'
秋
季
の
三
回
と
し
た

が
秋
の
調
査
は
初
冬
季
に
ず
れ
込
ん
だ
｡

観
測
お
よ
び
分
析
項
目
は
水
深
'
水
温
'
透
明
度
'

p
H
t
D
O
t
C
O
D
'
塩
素
量
､
s
s
t
鉄

(
宿

解
性
)
'
ケ
イ
酸
'
リ
ン
酸
お
よ
び

無
機窒
素
で
あ

る
｡
分
析
は
ほ
ぼ

｢
海
洋
観
測
指
針
｣

｢
水
質
汚
濁

調
査
指
針
｣
に
依

っ
た
｡

結
果
お
よ
び
考
察

別
表
に
観
測
お
よ
び
水
質
分
析
結
果
を
示
す
｡
各

項
目
に
つ
い
て
の
考
察
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
｡

当
湖
の
水
位
は
観
測
さ
れ
て
お
ら
ず
正
確
な
水
位

の
変
動
は
把
握
し
て
い
な
い
が
'
調
査
時
の
水
深
は

中
央
城

(
S

･
3
)
付
近
で

T
･
五

m
前
後
で
あ
-
'

全
域
的
に
浅
い
湖
沼
と
な

っ
て
い
る
｡
そ
の
な
か
で

中
央
か
ら
北
部

(
st
･
I
t
2
)
に
か
け
て
は

一
～

一
･
六

m
で
や
や
深
い
｡
こ
れ
に
対
し
南
部
の
st
･

4
付
近
で
は

f
m
未
満
と
浅
-
'
さ
ら
に
南
奥
域
の

S

･
5
で
は
〇
二
二
～
〇
･
六

仇
と
極
め
て
浅
く
な

っ
て
い
る
｡

湖
内
に
流
入
す
る
河
川
は
い
ず
れ
も
小
河
川
で
あ

り
'
湖
水
の
流
動
は
少
な
-
滞
留
す
る
こ
と
が
多
い

も
の
と
推
察
さ
れ
る
｡
こ
の
た
め
水
深
が
浅
い
こ
と

と
も
相
ま

っ
て
水
温
は
気
温
の
影
響
を
受
け
や
す
く

'

夏
季
に
は
二
〇
℃
前
後
に
達
し
'
表
～
底
層
間
の
温

度
差
も
極
-
小
さ
い
｡
十

7
月
下
旬

の調
査
時
は
二

～
四
℃
で
あ

っ
た
が
潮
縁
辺
か
ら
氷
結
が
始
ま

っ
て

い
た
｡

(厳
冬
季
に
は
二
〇
～
四
〇

仇
の
厚
さ
に
結

氷
す
る
｡
)

p
H
は
七

･
五
を
中
心
に
七

･
7
-
七

･
八
で
中

性
か
ら
極
-
弱
い
ア
ル
カ
-
性
だ
が

'
春
季
の
st
･

5
の
み
は
他
と
異
な
り
八

･
七
と
陸
水
と
し
て
は
や

や
強
い
ア
ル
カ
-
性
を
示
し
た
｡

D
O

(
塔
存
酸
素
)
は
六

･五

～
7
三

･
四

p
p

m
で
あ
っ
た
が
'
そ
の
な
か
で
春

季
に
は
st
･
5
を

除
け
ば
飽
和
度
が
七
〇
～
九
〇
%
で
未
飽
和
の
状
況

を
示
し
た
.
夏
季
に
は
S

･
2
お
よ
び
4
で

7
7
0

-

一
五
〇

%
も
の
高
い
過
飽
和
度
を
示
し
た
｡
こ

こ

は水
草

の
繁
茂
の
著
し
い
水
域
で
夏
季
の
晴
天
時
に

は
光
合
成
活
動
が
旺
盛
と
な
り
､
酸
素
の
供
給
が
多

-
な
る
た
め
で
あ
る
｡
st
･
5
は
春
～
夏
季
と
も
極

め
て
高
-
'
水
草
や
植
物
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
の
繁
茂
の

多
い
水
域
と
考
え
ら
れ
る
｡

c
o
D

(
化
学
的
酸
素
要
求
量
)
を
み
る
と
'
工

場
排
水
や
都
市
下
水
な
ど
人
為
的
な
汚
濁
水
の
流
入

し
な
い
自
然
湖
沼
で
は
通
常

1
-
二
p
p
m
か
高
-

て
も
三
p
p
m
未
満
で
あ
る
が
､
当
潮
は
い
ず
れ
の

地
点
も
高
-
有
機
性
の
極
め
て
高
い
水
質
で
あ
る
こ

10



と
を
示
し
て
い
る
｡
こ
れ
は
当
湖
が
湿
原
に
囲
ま
れ

た
湖
沼
で
あ
り
'
周
囲
の
河
川
か
ら
有
機
性
の
高
い

腐
植
質
の
や
ら
水
の
流
入
に
困
る
も
の
で
あ
る
｡
そ

の
な
か
で
も
湖
奥
の
S

･
5
で
は
時
に

1
0
p
p
m

を
超
え
て
極
め
て
高
-
'
や
ら
水
の
み
な
ら
ず
他
の

汚
濁
影
響
-
受
け
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る

(
st

･
4
'
5
奥
の
南
岸
に
小
河
川
が
流
入
し
て
い
る
が
'

そ

の
上

流
域
に
は
小
さ
な
集
落
と
畜
舎
等
が
点
在
す

る
)
｡
D
O
が
夏
季
の

一
部
水
城
を
除
い
て
全
般
的

に
や
や
低
い
傾
向
を
示
す
の
も
こ
の
高
有
機
性
の
た

め
と
み
ら
れ
る
｡

透
明
度
は
低
-

7
･
ニ

ー
一
･
四

m
程
度
で
あ

っ

た
｡
し
か
し
な
が
ら
透
明

度
の
低
い
割
に
は
s
s

(

懸
濁
物
)
は
少
な
-
'

一
五
p
p
m
を
超
え
た
地
点

は
な
か

っ
た
｡
こ
れ
は
や
ち
水
の
た
め
全
域
的
に
茶

褐
色
を
呈
し
て
い
て
透
視
は
不
良
な
-
の
の
'
外
海

と
は
異
な
り
湖
面
は
静
穏
で
あ
る
こ
と
が
多
-
湖
水

の
流
動
も
小
さ
-
'
微
細
な
泥
土
の

粒
子
な
ど
は
湖

底
に
沈
積
し
て
水
中
に
懸
濁
す
る
こ
と
が
少
な
い
た

め
で
あ
る
｡
結
氷
が
始
ま
り
湖
水
の

流
動
が
極
く
小

さ
-
な
る
初
冬
季
に
は
s
s
が
二
～
三

p
p
m
と
著

し
-
澄
ん
だ
状
況
に
な
る
O
た
だ

し
'
当
湖
は
水
深

が
浅
い
た
め
結
氷
期
を
除
け
ば
荒
天
時
に
お
い
て
は

擾
乱
等
に
よ
り
湖
底
か
ら
の
浮
泥
'
混
合
な
ど
が
起

り
や
す
-
'
泥
濁
す
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
｡

塩
素
量
は
三
〇
～
四
〇
p
p
m
前
後
で
'
釧
蒔
湿

原
周
辺
の
他
の
湖
沼
で
五
-

1
五
p
p
m
が
多
い
の

に
比
較
し
て
若
干
高
濃
度
で
あ
る
｡
釧
路
川
下
流
域

は
平
坦
で
標
高
差
が
極
-
小
さ
い
た
め
'
外
海
の
大

潮
期
の
満
潮
時
に
は
旧
釧
路
川
と
の
分
水
点
付
近
ま

で
川
底
に
海
水
の
遡
上
(塩
水
-
さ
び
)
が
み
ら
れ
る
｡

時
に
そ
の
影
響
が
さ
ら
に
上
流
に
位
地
す
る
遵
古
武

沼
に
及
び
'
塩
素
の
溶
融
'
残
留
が
お
こ
る
こ
と
も

推
察
さ
れ
る
｡
溶
解
性
の
鉄
分
は
〇

･
〇
二
～
〇

･

三
五

p
p
m
で
他
の
湖
沼
と
比
較

し
て
は
ば
平
常
な

溶
存

で
あ
る
｡

(泥
炭
地
の
明
菜
排
水
等
か
ら
は
多

量
の
鉄
分
が
溶
出
す
る
O
)

陸
水
の
た
め
ケ
イ
酸
は
高
濃
度
の
潜
存
を
示
し
て

い
る
｡
降
雨
等
に
よ
り
河
川
水
の
泥
濁
時
に
は
さ
ら

に
多
量
の
ケ
イ
酸
が
湖
内
に
搬
入
､
溶
存
す
る
｡
ケ

イ
酸
は
ケ
イ
藻
ブ
ラ
ン
ク
ト
等
の
増
殖
の
栄
養
源
と

な
る
｡

リ
ン
酸
お
よ
び
無
機
窒
素
等
の
栄
養
塩
も
多
量
に

潜
存
し
て
お
り
'
富
栄
養
型
の
湖
沼
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
O
無
機
窒
素
の
潜
存
の
う
ち
春
季

は
ア

ン
モ
ニ
ア
態
窒
素

(
N
H
4
-
N
)
が
多
-
'
亜
硝
酸

態
窒
素

(
N
O
2-
N
)
お
よ
び
硝
酸
態
窒
素

(
N
g

I
N
)
の
潜

存は
極
-
少
な
い
｡
し
か
し
な
が
ら
夏

季
に
は
光
合
成
活
動
の
旺
盛
な
st
･
2
お
よ
び
4
で

は
春
季
と
同
様
で
あ

っ
た
も
の
の
'
活
動
の
や
や
緩

慢
な
st
･
I
t
3
で
は
逆
に
硝
酸
態
要
素
が
多
く
な

っ
て
い
る
｡
こ
れ
は
光
合
成
活
動
に
よ
る
窒
素
の
消

費
が
関
連
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
｡
ま
た
st
･
5
は

他
の
水
域
と
比
較
し
て
ケ
イ
酸
が
著
し
-
低
-
'
リ

ン
鞍
が
高
い
な
ど
特
異
な
水
質
を
示
し
て
い
る
.

む

す

ぴ

ジ

ュ
ン
サ
イ
の
生
育
水
深
は

〇
･
三

～
二

m
で
'

そ
の
う
ち
〇

･
五
～

一
･
五

m
が
適
当

な
水
深
と

さ

れ
て
い
る
｡
こ
れ

か
ら
み
て
当
潮
は
最
適
な
水
深

で

あ
る
｡
ま
た
水
温
は

1
五

～
二
五
℃
の
高
温

(特
に

採
取
期
は
二
二
～
二
三
℃

程
度
)
が
要
求
さ
れ
る
が
'

当
湖
は
夏
季
に

は
二
〇
℃
前
後
と
な
り
は
ぽ
適
温
が

確
保
さ
れ
'
順
調
な
生
育
が
期
待
さ
れ
る
｡
た
だ
し

二
三
℃
程
度
ま
で
上
昇
す
る
か
否
か
は
今
回
の
調
査

の
み
で
は
不
明
で
あ
る
｡
ま
た
栄
養
塩
類
が
多
量
に

溶
存
し
て
い
る
富
栄
養
湖
で
'
水
草
の
増
殖
'
繁
茂

に
適
し
て
い
る
｡
特
に
st
･
2
お
よ
び
4
は
生
産
性

の
高
い
水
域
で
あ
る
が
'
こ
の
水
域
に
お
け
る
ジ

ュ

ン
サ
イ
の
栽
培
に
は
現
在
繁
茂
し
て
い
る
水
草

(
ネ

ム
ロ
コ
-
ホ
ネ
な
ど
)
と
の
競
合
が
懸
念
さ
れ
る
た

め
水
草

の
除
去
が
必
要
と
な
る
｡
た
だ
し
湖
奥
の
st

･
5
付
近
は
ア
ル
カ
-
性
が
や
や
強
-
な
る
こ
と
が

あ
り
'
有
機
性
も
高
-
栄
養
塩
の
溶
存
状
況
も
他
の

水
城
と
は
異
な

っ
た
特
異
な
水
質
を
示
し
て
お
り
､

ジ
ュ
ン
サ
イ
の
生
育
に
は
若
干
不
適
な
水
域
と
推
察

さ
れ
る
｡

(
か
-
だ
と
み
お

増
殖
部
)

ll
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別表 連吉武沼水井廿壬結果

rlI

調 査 期 日 1987年 6月 10日

調 査 地 点 St.1 St.2 St.3 St.4 St.5

調 査 時 刻 10:30 10:50 ll:15 ll:38 12:00

水 深 (7n) 1.4 0,9 I.45 0.75 0.3

調 査 層 表 層 庇 層 表 層 庶 層 表 層 庇 層 表 層 庇 層 表 層

水 温 ('C) 18,1 18,2 18.0 17.7 18.4 17,4 18.2 17.5 19.0

透 明 度 (Tn) 税政遠視 湖底透視 1.2 湖底透視 掬庇透視

P H 7,64 7.56 7,46 7.40 7,56 7.56 7.53 7.64 8,77

D O (ppm) 7.83 6.59 7.66 7.72 8_19 8.45 8.05 8.39 ll.44

D O 飽 和 度 (%) 85_8 72.0 83_4 83.5 89.8 90.9 88.0 90.4 127.0

C O D (ppm) 7.18 5.06 7.98 8.93 7.ll 5.88 6.76 9_14 12,57

S S (ppm) 5.2 8.9 8.9 12.6 9.3 ll.4 3.1 . 5.1 3.3

塩 素 圭 (ppm) 40,4 41_0 36.3 36.4 44_7 47.2 44,9 45.2 27,9

溶 解 性 鉄 (ppmJ 0.02 0.ll 0.13 0.35 0.ll 0.05 0.18 0.15 0,26

ケイ酸-Si(JLg-at/管) 240 239 138 137 210 213 261 377 40

I)ン敢-P (JLg-atノ哲) 0,89 0,84 0,80 0,92 1,07 0_84 0.85 0.95 2_86

NH4-N (FLg-at/2) 4.46 8,87 8,48 12_88 9.17 3.87 . 4,33 2,43 6.90

"02-N+"03(逮 -at/e) 0.12 0.54 0_27 0.31 0.56 0,79 0.09 0.10 0.04



(2)

調 査 期 日 1987年 8月 25日

調 査 地 点 St:1 St:2 St二3 St:4 St:5

謁 査 時 刻 10:17 10:32 10:32 11 15 ll:37

水 深 (Tn) 1.6 1.i 1.5 0.9 0.4

調 査 層 表 層 庇 層 表 層 底 屈 表 層 庶 層 表 層 庇 層 表 層

水 温 (℃) 20.1 20_I 20_1 19.7 18,8 18.8 18.9 19.2 19.0

透 明 度 (7n) 1.4 湖底透視 I,2 湖底透視 湖底透視

P H 7,29 7,44 7,86 7.86 7.81 7.66 7.71 7.56 7.97

D O (ppm) 7.70 7_62 13,21 ll_44 8.94 8.50 9,99 10.48 ll_57

D O 飽 和 度 (% ) 87.2 86.3 149.6 129.5 98.9 94.0 110_6 116.7 128_4

C O D (ppm) 4.32 4_40 4.64 5.21 4,48 5,57 5,29 5.12 8.56

S S (ppm) 5.5 8.0 9.6 8.4 14.7 10.0 6.6 4.3 7.7

塩 素 圭 (ppm) 30.6 31,4 35.5 36.1 32.3 34.6 29.2 30.3 24.8

帯 解 性 軟 くppm) 0.20 0.21 0.28 0.43 0.16 0.20 0_12 0,19 0.37

ケイ酸-Si(JLg-at/セ) 375 406 311 242 589 553 416 420 156

リン敢-P (〟g-at〟) 1,06 1,44 1.21 0.90 1_43 1,23 0.92 I_22 6.93

NH4- N (〟g-at/管) 0.24 0.09 6.00 6.45 0.50 0.10 3.39 2.87 10.79

"02~N+"Oug"-at/e) 4.42 7,50 0,17 1_25 2.16 6_30 0,21 0_56 0.09



(3)

調 査 期 El 1987年 11月 20日

調 査 地 点 St:1 St:2 St:3 St:4 St:5

諏 査 時 刻 10二40 ll:05 ll:32 ll:50 12:08

水 深 (Tn) 1.5 1.35 1.4 0.8 0.6

調 査 層 表 層 底 層 表 層 庶 層 表 層 庶 層 表 層 底 層 表 層

水 温 (℃ ) 3.8 4.0 2_6 3.5 2_9 2.9 3.3 3.2 2_8

透 明 度 (m) 湖底透視 1.3 湖底透視 湖底透視 湖底透視

P H 7.47 7.54 7.57 7.35 7.ll 7,17 7_60 7.66 7.40

D O (ppm) 12.50 12.55 ll.89 ll.90 9.60 ll.34 13.38 13_09 12.72

D O 飽 和 度 (%) 97_9 98.8 90.1 92.5 73.4 86.6 103.4 100.8 97.0

C O D (ppm) 2.94 3,25 2_41 2_09 242 1.96 2.53 1,89 3.87

S S (ppm) 2.6 3.2 3.5 2.3 3.1 2.9 2,1 2_6 4.0
塩 素 圭 (ppm) 30.7 32.5 31.6 32.9 30.2 33.6 30.0 30_6 22,7

溶 解 性 鉄 (ppm) 0,07 0_09 0,ll 0.19 0.06 0.07 0.ll 0,09 0.28

ケイ敢-Si(JLg-at/e) 246 220 174 156 185 176 190 152 113

I)ン酸-P (JLg-at戊) 0.89 0.89 0,92 1.32 1.42 1_33 0,74 0.55 1.22

NH4-N (FEg-atノ官) 2_59 4.82 2.37 4,ll 4.64 4,87 2.32 2.23 2.81

NO2-N+MOS(-yNg-al/e) 2.47 2.63 I,65 2_97 4.32 4.98 0.09 0.20 1.21



キ

ン

コ

に

つ
い

て

船

岡

輝

幸

釧
路
水
産
試
験
場
で
は
本
年
度
よ
り
新
規
事
業
と

し
て
地
元
水
産
資
源
の
付
加
価
値
向
上
技
術
開
発
試

験
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
'
対
象
種
と
し
て
は
試

験
研
究
プ
ラ
ザ
な
ど
を
通
じ
て
要
望
の
多
い
キ
ン
コ

を
取
り
上
げ
'
利
用
方
法
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
｡

キ
ン
コ
と
い
っ
て
も
あ
ま
り
馴
染
み
の
な
い
方
も

い
る
と
思
い
ま
す
の
で
'
キ
ン
コ
に
つ
い
て
昭
和
の

初
期
に
北
海
道
水
産
試
験
場
で
実
施
し
た
試
験
結
果

を
中
心
に
ご
紹
介
し
ま
す
｡

キ
ン
コ
は
分
類
学
上
'
頼
皮
動
物
門

～
ナ
マ
コ
綱

～
樹
手
目
の
キ
ン
コ
科
に
属
し
'
茨
城

県
以
北
'
北

海
道
'
千
島
､
サ
ハ
-
ン
お
よ
び
日
本
海
沿
岸
の
浅

海
に
分
布
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
｡
道
東
海
域
に

お
い
て
は
釧
路
'
根
室
地
方
の
浅
海
に
生
息
L
t
ホ

タ
テ
漁
場
の
駆
除
物
と
し
て
ヒ
ト
デ
と
と
も
に
山
中

に
穴
を
掘
り
投
棄
き
れ
て
い
ま
す
｡
そ
の
量
も
根
室

海
域
だ
け
で
五
'
0
0
0
ト
ン
近
-
に
も
な
り
ま
す
｡

キ
ン
コ
の
駆
除
に
あ
た
る
現
地
の
方
の
話
に

よる
と
､

キ
ン
コ
は
生
命
力
が
強
-
'

一
m
-
ら
い
の
穴
に
理

め
て
も
数
日
後
に
は
土
の
中
か
ら
地
表
に
這
い
出
る

た
め
'
穴
の
深
さ
は
二

冊
は
必
要
だ
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
｡
事
実
'
私
達
は
試
験
材
料
と
し
て
持
ち
帰

っ

た
キ
ン
コ
を
冷
蔵
庫
中
に
放
置
し
た
と
こ
ろ
'
水
が

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
八
日
間
は
生
存
し
'
九

～
7

0
日
目
に
保
持
し
て
い
た
体
液
を
吐
き
出
し
て

死
ん

だ
こ
と
を
観
察
し
て
い
ま
す
｡

キ
ン
コ
は
図
1
に
示
す
よ
う
に
小
物
入
れ
の
巾
着

(
キ
ン
チ
ャ
ク
)
似
た
形
状
を
し
て
お
り
'
こ
れ
ま

で
の
測
定
値
か
ら
み
る
と
体
長
は

1
0
-
二
〇

m
'

体
高
は
は
ば
体
長
の
半
分
'
休
重
は

四
〇
〇

～
五

〇

〇
才
の
-
の
が
多
-
'
体
色
は
黄
白
色

か
ら
黒
褐

色

と
一定
で
は
あ
り
ま
せ
ん
｡
体
色
の
違
い
は
表
皮
の

メ
ラ
ニ
ン
系
の
色
素
が
生
息
す
る
底
質
環
境
に
よ

っ

て
変
化
す
る
か
ら
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
｡

一
般
成
分
は
表
I
に
示
し
て
い
ま
す
が
､
水
分
は

ナ
マ
コ
の
九

7
%
に
比
べ
八
六
～
八
七
%
と
や
や
少

な
く
'
粗
た
ん
白
質
は
ナ
マ
コ

の
三
～
四
倍
ほ
ど
で

あ
り
'
こ
れ
が
キ
ン
コ
と
ナ
マ
コ
の

成
分
上
の
大
き

な
違
い
に
な

っ
て
い
ま
す
｡
ま
た
ナ
マ
コ
は
生
食
と

し
て
酢
ナ
マ
コ
と
し
て
食
べ
ら
れ
ま
す
が
'
キ
ン
コ

は
肉
質
が
非
常
に
硬
い
た
め
そ
の
ま
ま
で
は
歯
が
立

た
な
-
'
な
ん
ら
か
の
軟
化
処
理
が
必
要
と
な
-
ま

す
｡こ

の
厄
介
者
の
キ
ン
コ
-
昭
和
の
初
期
'
干
し
ナ

マ
コ
の
代
替
品
と
し
て
中
国
へ
の
輸
出
が
行
わ
れ
'

上
海
市
や
大
連
市
で
試
売
宣
伝
が
図
ら
れ
'

1
時
脚

光
を
浴
び
た
こ
と
が
昭
和
九
年
発
行
の
北
海
道
庁
大

連
貿
易
調
査
所
の
資
料
や
昭
和
二
年
～
十
六
年
に
か

け
て
の
北
海
道
水
産
試
験
場
の
"
藤

子製
造
試
験
復

命
書
"
に
詳
し
-
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
'
そ
の

内
容
に
つ
い
て
少
し
紹
介
し
ま
す
｡

キ
ン
コ
は
古
-
か
ら
肥
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
'
大
正
十
三
年
小
樽
市
で
開
催
さ
れ
た
北

海
道
樺
太
海
産
商
同
業
組
合
連
合
会
の
総
会
で
根
室

の
藤
井
太
吉
氏
が
干
し
ナ

マ
コ
の
代
用
品
と
し
て
キ

ン
コ
の
食
料
化
を
は
か
り
'
中
国

へ
輸
出
す
る
こ
と

を
提
唱
し
た
こ
と
が
､
キ
ン
コ
の
食
品
と
し
て
の
価

値
を
展
望
し
た
始
ま
り
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
O
こ

の
後
大
正
十
四
年
北
海
道
海
産
貿
易
調
査
所
が
上
海

に
開
設
さ
れ
'
昭
和
元
年
度
か
ら
北
海
道
水
産
試
験

場
根
室
支
場
や
室
蘭
支
場
で
キ
ン
コ
の
食
料
化
に
関

す
る
試
験
研
究
が
行
わ
れ
'
後
に
設
立
さ
れ
た
花
色

参
共
同
輸
出
組
合
と
協
力
し
上
海
市
場
に
お
け
る
需

要
開
拓
に
努
め
た
結
果
'
新
し
い
商
品
と
し
て
の
価

値
は
認
め
ら
れ
つ
つ
あ
-
ま
し
た
が
'
昭
和
三
年
か

ら
起
き
た
日
貨
排
斥
運
動
'
対
中
為
替
の
暴
騰
な
ど

に
よ
り
翌
四
年
に
は
産
地
に
お
け
る
残
荷
が
三
五
〇

ピ
ク
ル

(
1
ピ
ク
ル
は
六
〇
時
)
'
昭
和
八
年
に
は

四
〇
〇
ピ
ク
ル
と
渦
流
販
売
に
問
題
が
生
じ
ま
し
た
｡

ま

た
こ
の
間
'
昭
和
七
年
に
は
北
海
道
庁
大
連
貿
易

調
査
所
が
設
立
さ
れ
'
現
地
の
料
理
店
数
社
と
干
し

キ
ン
コ
の
料
理
試
食
会
を
開
催
し
宣
伝
普
及
に
努
め

ま
し
た
が
､
前
年
度
の
残
荷
四
〇
〇
ピ
ク
ル
を
捌
-

の
に
苦
労
し
た
よ
う
で
す
｡
こ

の
よ
う
な
状
況
の
な

か
で
市
場
の
好
転
'
生
産
原
価
の
極
度
の
軽
減
が
な

い
限
-
生
産
を
奨
励
で
き
ず
'
中
国
市
場
で
の
試
売

16



図1-1 左は切開したもの

図1-2 左は内臓を除去したもの

図1-3 干しキンコ白と黒

- 17 -

宣
伝
品
を
枯
渇
し
な
い
程
度
の
生
産
を
す
る
に
と
ど

ま
り
ま
し
た
｡

な
お
'
記
述
の
中
で
花
色
参
と
い
-
名
称
が
あ
り

ま
す
が
'
従
来
キ
ン
コ
は
藤
子

(
フ
ジ
コ
)
と
い
う

名
称
を
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
'
中
国

へ
の
輸
出

後
'
華
商
側
の
鑑
査
に
よ

っ
て

｢
花
色
参
｣
と
名
付

け
ら
れ
ま
し
た
｡
ま
た
干
し
キ
ン
コ
の
年
毎
の
生
産

量
と
価
格
は
表
2
の
と
お
り
で
す
｡

次
に
､
当
時
の
北
海
道
水
産
試
験
場
の
試
験
結
果

に
つ
い
て
年
度
別
に
要
点
を
記
載
し
ま
す
｡

昭
和
二
年

(根
室
支
場
)

原
料
鮮
度
と
乾
燥
に
関
す
る
試
験
を
実
施
し
'
原

料
の
キ
ン
コ
は
六
月
中
旬
の
気
候
で
日
光
を
遮
断
す

る
と
七
時
間
は
鮮
度
落
ち
せ
ず
'
放
置
三
三
時
間
で

や

っ
と
死
滅
す
る
と
指
摘
し
て
い
ま
す
｡
ま
た
脱
腸

後
の
洗
浄
に
支
障
を
き
た
す
た
め
シ
ャ
ワ
ー
を
か
け

る
程
度
で
汚
れ
を
と
る
こ
と
'
肉
の
締
ま
り
の
良
い

も
の
は
二
番
責
を
省
-
こ

と
'
煮
熟
後
熔
乾
す
る
こ

と
に
よ
-
乾
燥
中
の
腐
敗

率
が
十
七
%
か
ら
五
%
に

抑
制
で
き
た
こ
と
'
根
室
地
方
は
春
季
海
霧
が
多

い

た
め
晴
天
で
も
七
分
乾
に
す
る
ま
で
に
三
日
間
は
要

L
t
朝
夕
の
展
開
蒐
集
と
日
中
の
手
返
し
な
ど
'
労

力
が
か
か
-
生
産
費
に
影
響
す
る
た
め
'
火
力
乾
燥

が
望
ま
し
い
こ
と
'
火
力
乾
燥
中
三
五

～
三
七
℃
の

湿
潤
下
に
お
-
と
腐
り
易
い
の
で
通
風

と
排
気
が
必

要
で
あ
る
こ
と
'
乾
燥
温
度
は
三
〇
～
五
〇
℃
で
十

七
時
間
行
っ
た
結
果
良
品
が
得
ら

れ
る
が

'
水
分
含

量
は
十
三
%
内
外
に
す
る
こ
と
'
ま
た
天
日
乾
し
と

火
力
乾
燥
に
よ
る
製
品
の
差
異
は
な
-
､
色
調
の
悪

い
も
の
で
も
あ
ん
蒸
し
'
乾
燥
す
る
と
光
沢
が
で
る

こ
と
'
製
造
工
程
に
お
け
る
歩
留
り
の
把
握
を
行

っ

た

と
こ

ろ
､

7
ピ
ク
ル
当
-
の
生
産
費
は
二
三
円
八



表 1 キンコとナマコの｢般成分

種 類 水 分 粗蛋白質

キンコ 白色 87.6 9.2

黒色 86.7 10.0

ナマコ 91.6 2.5

表2 干しキンコの生産量と価格

昭和2年 2､000斤 (20ピクル)

昭和3年 4､000斤 (40ピクル)

昭和4年 38､600斤 (386ピクル)

昭和5年 4､800斤 (48ピクル)

昭和6年 10､000斤 (100ピウル)

蓑3 製 造 歩 留 り

(単位 %)

粗脂肪 粗灰分

0.2 3.0

0.2 3.0

0.1 4.3

@18両 (邦価 24円)

@23両 (邦価 27.6円)

@23両 (邦価 27.6円)

@26-35両 (邦価 30-46円)

態水無品製戟並後戟倍後熱煮後腸脱量垂全状形
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八
銭
と
な
り
'
副
産
物
と
し
て
内
蔵
拍
二
七
晦

(
二

円

一
銭
)
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
ま
す
｡

干
し
キ
ン
コ
の
形
状
別
の
製
造
歩
留
り
の

一
例
を
表

3
に
示
し
ま
し
た
｡

昭
和
三
～
四
年

(根
室

支
場
)

前
年
度
に
引
き
続
き
乾
燥
試
験
を
行
い
'
天
日
乾

嬢
と
火
力
乾
燥
の
比
較
を
行

っ
て
い
ま
す
が
'
四
日

間
の
熔
乾
に
よ
り
製
了
し
た
も
の
は
天
日
乾
燥
を
十

7
日
間
施
し
た
も
の
に
比
べ
良
品
の
割
合
が
高
い
こ

と
を
み
て
い
ま
す
｡
ま
た
形
態
不
良
の
小
型
晶
で
相

以
外
の
利
用
法
と
し
て
､
内
蔵
を
付
け
た
ま
ま
煮
熟

し
'
放
冷
後
'
十
五
%
の
施
塩
を
行
い
乾
燥
し
'
塩

乾
晶
も
製
造
し
て
い
ま
す
｡

(室
蘭
支
場
)

カ
レ
イ
手
繰
り
に
入
る
キ
ン
コ
は
肥
料
と
し
て
も

採
算
が
合
わ
ず
投
棄
し
て
い
ま
し
た
が
'
こ
の
年
八

ピ
ク
ル
の
生
産
を
行

っ
て
い
ま
す
｡
製
法
は
以
下
の

通
り
で
す
｡

①
脱
腸

‥
小
刀
で
虹
門
部
を

一
寸
の
十
文
字
に
切
-
'

脱
腸
器
で
内
臓
を
除
-
0

㊥
洗
浄

‥
海
水
で
撲
拝
洗
浄

⑧
水
き
り

④
煮
熟

‥
ボ
ー
メ
三
度
の
海
水
を
沸
騰
L
t
三
〇
分

間
煮
熟
｡

⑨
乾
燥

‥
火
力
乾
燥
を
施
し
'
翌
日
好
天
で
あ
れ
ば

天
日
乾
し
'
雨
天
で
あ
れ
ば
火
力
乾
燥
を
続
け
る
｡

⑥
あ
ん
蒸

‥
八
分
乾
に
な

っ
た
も
の
は
臥
(か
ま
す
)

に
詰
め
'
ニ
ー
三
日
放
置
｡

⑦
乾
燥

‥
晴

天
の
日
を
み
て
延

(
む
し
ろ
)
上
に
広

げ
て
数
日
行
う
｡

そ
の
他
以
下
の
試
験
も
行

っ
て
い
ま
す
｡

｢
キ
ン
コ
の
放
置
試
験
｣

鮮
度
の
良
い
も
の
は
触
手
が
陥
没
L
t
製
品
の
外

観
が
良
く
な
い
の
で
'
日
中
気
温
十
二

～
十
五
℃
下

ナ
ツ
ポ
に
放
置
し
て
鮮
度
を
落
と
し
､

放
置
時
間
と

製
品
品
質
と
の
関
係
を
み
て
い
ま
す
｡
放
置
五
時
間

で
は
ほ
と
ん
ど
が
生
存
し
て
お
り
'
放
置

一
〇
時
間

で
ほ
と
ん
ど
の
も
の
が
死
に
ま
し
た
が
'
調

理
が
容

易
で
形
態
も
良
い
も
の
が
得
ら
れ
ま
し
た
｡

原
料
の
鮮
度
と
製
品
で
は
'
陸
揚
げ
直
後
の
も
の

は
肉
質
が
硬
化
L
t
触
手
が
出
ず
'
処
理
が
困
難
で

し
た
が
'
陸
揚
げ
後

丁
九
時
間
経
過
し
た
-
の
は
触

手
が
自
然
に
出
て
'
処
理
が
楽
で
し
た
｡
し
か
し
'

粘
液
が
出
て
腐
敗
の
進
行
が
速
い
の
で
処
理
を
迅
速

に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
し
た
｡
ま
た
製
品
歩
留
-
は

放
置
時
間

(
鮮
度
差
)
で
大
差
は
あ
-
ま
せ
ん
で
し

た
｡二

番
意
は
体
長
'
体
高
'
体
重
の
測
定
結
果
か
ら

効
果
は
な
-
'
単
に
肉
質
の
緊
縮
と
表
面
の
汚
れ
を

取
る
の
み
で
'
二
番
煮
操
作
は
燃
料
そ
の
他
の
経
費

に
よ
り
生
産
費
に
及
ぼ
す
影
響
が
大
き
い
の
で
必
要

は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
｡

｢
キ
ン
コ
の
膨
軟
化
試
験
｣

キ
ン
コ
の
調
理
に
際
し
､
最
も
困
難
な
膨
軟
化
方

法
を
解
決
す
る
た
め
'
重
炭
酸
ソ
ー
ダ
三
%
と
五
%

の
液
に
漬
け
'
二
日
放
置
し
た
後
'
淡
水
で
洗
浄
し

一
五
分
間
煮
熟
を
行
い
ま
し
た
｡
三
%
処
理
で
は
肉

質
が
硬
-
'
エ
ガ
ラ
キ
味
も
抜
け
ず
'
五
%
処
理
で

は
軟
ら
か
-
な
り
過
ぎ
餅
状
に
な
り
ま
し
た
｡
追
試

に
よ
る
と
'

7
昼
夜
淡
水
に
漬
け
た
後
'
〇
･
五
%

重
炭
酸
ソ
ー
ダ
で
煮
熟
す
る
こ
と
が
適
当
と
い
う
結

果
が
得
ら
れ
ま
し
た
｡
な
お
'
エ
ガ
ラ
キ
味
の
除
去

に
は
緑
茶
を
添
加
す
る
と
少
し
効
果
が
み
ら
れ
ま
し

た
｡
な
お
'
キ
ン
コ
の
軟
化
に
つ
い
て
は
私
達
-

一

部
試
験
を
行
い
'
キ
ン
コ
自
身
の
も

っ
て
い
る
自
己

消
化
酵
素
を
利
用
し
て
'
つ
ま
り
五
〇
℃
位
の
湯

(

乾
燥
機
で
も
同
じ
結
果
が
得
ら
れ
ま
す
)
に
つ
け
る

こ
と
に
よ
り
'
極
め
て
短
時
間
の
う
ち
に
達
成
で
き

る
こ
と
を
み
て
い
ま
す
｡

｢
副
産
物
の
利
用
｣

内
臓
の
大
約
を
占
め
る
青
色
や
黄
色
の
生
殖
腺
を

利
用
す
る
た
め
'
塩
辛
の
製
造
を
行

っ
て
い
ま
す
｡

生
殖
腺
を
洗
浄
後
'
二
〇
%
の
食
塩
を
加
え
'

7
夜

水
切
り
し
た
後
'
樽
に
詰
め
'

一
週
間
放
置
す
る
と

黄
色
に
な
り
'
食
味
は
良
-
な

っ
た
の
で
す
が
､
水

切
り
が
不
完
全
の
た
め
過
剰
発
酵
が
起
こ
り
'
悪
臭

を
放
つ
よ
う
に
な

っ
た
の
で
棄
却
し
た
と

し
て
い
ま

す
｡
な
お
'
こ
こ
で
言
う
青
色
の
-
の
は
生
殖
腺
で

は
な
-
水
肺
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
｡

｢
煮
熟
後
の
肉
質
と
乾
燥
｣

煮
熟
後
に
硬
い
も
の
と
コ
ン
ニ
ャ
ク
の
よ
う
に
軟

ら
か
い
も
の
が
あ
り
'
春
夏
で
は
軟
ら
か
い
も
の
が

7
0
%
程
度
で
す
が
'
秋
採
り
で
は
六
〇
%
を
占
め

ま
す
｡
硬
い
も
の
は
乾
煉
六
日
目
で
八
分
乾
と
な
り

ま
す
が
'
軟
ら
か
い
も
の
は
八
分
乾
と
な
る
の
に

一

二
日
も
か
か
り
'
大
き
な
差
が
あ
り
ま
し
た
｡
ま
た

肉
質
の
軟
ら
か
い
も
の
は
わ
ず
か
な
湿
気
に
も
吸
湿

し
や
す
-
'
腐
敗
し
や
す
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
｡
ま
た
製
品
も
軟
ら
か
い
も
の
は
形
態
不
良
で
光
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沢
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
｡

★
キ
ン
コ
の
産
卵
期
は
昭
和
三

～
四
年
の
歩
留
り
試

験
か
ら
九
月
前
後
で
あ
る
こ
と

が
推
定
さ
れ
ま
す
｡

昭
和
五
年

(根
室
支
場
)

水
晶
島
に
お
い
て
製
造
試
験
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
'
生
産
原
価
の
極
度
の
軽
減
を
求
め
ら
れ
る
情
勢

の
中
で
'
煮
熟
時
間
の
短
縮
や
煮
熟
水
中
の
沈
殿
の

除
去
に
よ
る
液
の
繰
り
返
し
使
用
'
培
乾
の
省
略
､

火
力
乾
燥
の
省
略
な
ど
'
主
に
燃
費
の
節
約
を
図
る

試
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
｡

こ
の
年
は
例
年
に
な
-
好
天
が
続
き
'
晴
天

7
日

の
天
日
乾
燥
は
お
お
よ
そ

7
回
の
熔
乾

(
八
〇
～
九

〇
℃
で
三
〇
分
間
)
に
等
し
-
'
曇
天
の
な

か
で
も

二
～
三
日
腐
敗
し
な
い
の
で
'
晴
天
の
日
に
広
げ
て

乾

燥
す
れ
ば
良
い
と
し
て
い
ま
す
｡

ま
た
前
年
度
実
施
し
た
放
置
試
験
を
再
度
行
い
'

鮮
度
と
品
質
と
の
関
係
を
み
て
い
ま
す
｡
A

‥
陸
揚

げ
後
放
置

1
五
時
間
t
B

.'
同
二
二
時
間
t
c

‥
同

三
七
時
間
別
に
干
し
キ
ン
コ
を
製
造
し
た
結

果
'
上

品
の
歩
留
り
は
A
で
六
二
%
t
B
で
二
四
%
t
c
で

二

7
%
と
な
り
'
全
体
の
歩
留
り
に
は
大
差
は
な
い

が
'
品
位
に
お
い
て
差
が
生
じ
'
放
置
時
間
は
短
い

ほ
う
が
良
い
と
指
摘
し
て
い
ま
す
｡

昭
和
六
年

(根
室
支
場
)

前
年
度
の
残
荷
が
あ
る
中
で
水
晶
島
で
試
売
宣
伝

用
四
五
ピ
ク
ル
の
生
産
に
あ
た
り
'
製
造
指
導
を
行

っ
て
い
ま
す
｡
指
導
事
項
は

①
鮮
度
の
良
い
も
の
を
使
う
｡
不
良
の
も
の
は
煮
熟

中
に
膨
化
す
る
｡

㊥
小
粒
の
も
の
は
除
く
｡

⑨
旺
門
は
小
さ
く
切
る
こ

と
｡

④
内
臓
は
き
れ
い
に
除
-

こ
と
｡

⑥
煮
熱
水
に
海
水
を
用
い
て
'
常
時
比
重
ボ
ー
メ
八

度
以
内
に
保
ち
'
五
釜
目
で
半
量
換
水
す
る
こ
と
｡

塩
分
過
度
は
乾
燥
に
時
間
が
か
か
る
｡

㊥
煮
熟
時
間
は
不
足
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
｡

⑦
乾
燥
に
は
注
意
を
払
う
こ
と
｡
五
分
乾
以
前
に
砂

や
汚
物
を
付
け
な
い
こ
と
｡

㊥
燃
費
の
節
約
上
､
天

日
乾
燥
を
原
則
と
す
る
が
'

余
程
の
こ
と
が
な
い
限
り
火
力
は
使
わ
な
い
｡

こ
の
年
の
契
約
価
格
は

一
ピ
ク
ル
二
五
円
で
前
年

に
比
べ
七
円
低
下
し
'
こ
の
価
格
で
は
生
産
者
の
採

算
が
困
難
で
あ
り
'
沖
乗

り
'
陸
働
き
と
も
に
確
保

が
困
難
で
し
た
｡

昭
和
十
六
年

(根
室
支
場
)

対
外
輸
出
の
不
振
に
よ
り
'
干
し
キ
ン
コ
が
滞
荷

し
て
い
る
た
め
'
内
地
向
け
製
品
と
し
て
A

‥
佃
煮

製
造
t
B

‥
酢
漬
け
品
製
造
'
C

1.
ペ
ー
ス
ト
製
造
t

D

‥
ペ
ー
ス
ト
二
次
加
工
に
つ

いて
試
験
を
実
施
し

て
い
ま
す
.
干
し
キ
ン
コ
を
製
造
す
る
場
合
'
前
処

理
と
し
て
四
時
間
前
後
煮
沸
L
t
そ
の
ま
ま
三
時
間

放
置
す
る
と
適
度
な
軟
ら
か
さ
に
な
る
と
い
う
結
果

を
得
て
い
ま
す
｡

佃
煮

‥
長
さ

7
･
五

S
.
厚
さ
三

脚
に
細
切
-
し
た

-
の
三

･
七
五
晦
に
対
し
'
菅
油

1
･
五
g

砂
糖
七
五
〇
才
'
バ
タ
I

7
1
･
五
ub
を

加

え
'
四
〇

～
五
〇
分
間
煮
込
む
｡

酢
漬
け

..
キ
ン
コ
三

･
七
五
時
に
食
酢

1
･
八

g
'

砂
糖
五
六
〇
ダ
'
醤
油
〇

･
1
五
g

使
用

し
た
も
の
が
良
い
｡

ペ
ー
ス
ト

‥
五
冊
目
チ
ョ
ッ
パ
ー
を
通
し
た
も
の
を

四
封
度

(
ポ
ン
ド
)
に
て
六
〇
分
間
加

圧
L
t
カ
ッ
タ
ー
を
通
し
た
も
の
が
艮

か

っ
た
｡

ペ
ー
ス
ト
の
二
次
加
工
晶
と
し
て
団
子
'
鰻
頭
､
六

万
焼
き
を
製
造
し
て
い
ま
す
｡

以
上
干
し
ナ
マ
コ
の
代
用
品
と
し
て
キ
ン
コ
の
食

料
化
を
目
標
に
昭
和
の
初
年
度
か
ら
の
先
人
達
の
労

苦
に
満
ち
た
努
力
の
結
果
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
'

当
時
干
し
ナ
マ
コ
は

1
ピ
ク
ル
'
二
〇
〇
円
前
後
で

取
引
さ
れ
て
お
り
'
生
産
者
の
意
向

と
し
て
は
干
し

ナ
マ
コ
の
-
/
2
程
度
の
価
格
に
な
る
こ
と
を
求
め

一

て
生
産
に
励
ん
だ
の
で
す
が
,
▲経
済
的
不
安
定
期
か

20

ら
日
中
戦
争
,
第
二
次
世
界

大

戦

へ
と
突
入
し
,
飛

l

堰
的
な
発
展
は
見
ら
れ
な
か

っ
た
よ
う
で
す
｡

し
か
し
'
時
代
は
昭
和
か
ら
平
成
に
移
行
し
'
両

時
代
の
初
頭
に
キ
ン
コ
が
登
場
し
て
い
る
こ
と
は
'

何
か
因
縁
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
'
先
人
た
ち
の

貴
重
な
業
績
と
情
熱
を
引
き
継
い
で
キ
ン
コ
の
付
加

価
値
向
上
に
奮
励
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
｡

(
ふ
な
お
か
て
る
ゆ
き

加
工
部
)



日
本
生
態
学
会
(釧
路
)
で
研
究
成
果
発
表

新
聞
や
N
H
K
の
ニ
ュ
ー
ス
で
ご
覧
に
な

っ
た
万

も
多
い
と
思
い
ま
す
が
'
第
三
六
回
日
本
生
憤
学
会

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
釧
路
市
の
釧
籍
公
立
大
学
で
八

月
二

三

日
か
ら
二
五
日
に
開
か
れ
ま
し
た
｡
水
産
に

関
し
て
は

｢
水
産
資
源
の
生
態
と
管
理
｣
と

｢
マ
リ

ン
エ
コ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
I

海
洋
生
物
の
ケ
ミ
カ
ル
シ

グ
ナ
ル
と
そ
の
利
用
｣
と
い
う
二
つ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
開
か
れ
ま
し
た
｡

道
立
釧
路
水
産
試
額
韻
か
ら
は

｢
水
産
安
蘇
の
生

態
と
管
理
｣
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
'

｢
根
室
海

峡
に
お
け
る
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
の
漁
業
と
管
理
｣
と

｢
釧

鞄
東
部
海
域
に
お
け
る
ケ
ガ
ニ
漁
業
と
安
蘇
管
理
｣

の
二
榎
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
｡
発
表
者
は
そ
れ
ぞ

れ
吉
田
英
堆
沿
岸
科
長
と
佐
々
木
潤
研
究
員
で
t
N

H
K
の
ニ
ュ
ー
ス
に
ア
ッ
プ
で
出
た
の
は
佐
々
木
潤

研
究
員
で
す
｡

ま
た

｢
湿
原

-
そ
の
現
在
と
未
来
-
｣
と
い
う
テ

ー
マ
で
公
開
メ
イ
ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
'
釧

路
市
立
博
物
館
主
任
学
芸
員
の
新
庄
久
志
氏
や
元
釧

路
舞
土
博
物
館
長
で
現
在
は
専
修
大
学
北
海
道
短
期

大
学
の
学
長
で
あ
る
正
吉
宏
之
氏
'
そ
れ
に
東
京
大

学
理
学
部
教
授
の
阪
口

豊
氏
の
講
演
が
あ
り
ま
し

た
｡

他
に
｢
北
方
林
の
動
態
｣
'

｢
動
物
の
交
尾

･
繁

殖
シ
ス
テ
ム
と
そ
の
進
化
｣

｢
湿
原
の
発
達
史
を
ど

の
･Jj
う
に
し
て
読
み
取
る
か
｣
な
ど
の
多
-
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
'
全
部
で
三
二
四
題
の
発
表
が

あ
り
ま
し
た
｡
全
体
と
し
て
の
便
向
は
適
応
や
進
化

の
閥
超
が
中
心
で
あ
っ
た
･J15う
で
す
｡

会
場
と
な

っ
た
釧
籍
公
立
大
学
は
と
て
も
モ
ダ
ン

で
設
備
も
す
は
ら
し
く
'
今
後
も
こ
の
よ

う
な
学
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
ど
ん
ど
ん
開
い
て

い
っ
て
ほ
し
い

と
感
じ
ま
し
た
｡(

み
や
け

ひ
ろ
や

漁
業
資
源
部
)

企
画
総
務
部
の
紹
介

釧
路
水
産
試
験
場
の
総
務
課
が

､
平
成
元
年
四
月

十
二
日
付
け
で
'
企
面
総
務
部
に
変
わ
り
ま
し
た
の

で
紹
介
し
ま
す
｡

水
産
戟
巌
韻
に
つ
い
て
は
'
か
ね
て
か
ら
漁
業
者

の
万
々
や
水
産
関
係
の
皆
さ
ん
か
ら
'
も

っ
と
浜
の

要
望
に
応
え
て
ほ
し
い
と
か
､
水
産
試
巌
場
の
研
究

内
容
が
判
り
に
-
い
等
の
批
判
が
あ
り
'
こ
れ
に
応

え
る
た
め
'
昭
和
六
十
二
年
七
月
に
中
央
水
試
に
海

洋
部
と
兼
殖
科

(増
殖
部
)
を
新
設
す
る
と
と
-
に
'

企
画
情
報
室
も
新
た
に
設
置
し
ま
し
た
｡

今
回
の
機
構
改
正
で
'
各
地
域
に
必
要
な
水
産
試

験
場
の
研
究
内
容
や
成
果
を
わ
か
り
や
す
-
浜
に
伝

え
た
-
'
浜
の
要
望
を
汲
み
あ
げ
る
な
ど
'
浜
と
水

試
の
連
携
を
充
実
す
る
た
め
､
企
画
情
報
主
査
を
新

設
し
､
企
画
情
報
機
能
の
強
化
を
図
り
ま
し
た
.

水
産
試
験
場
の
総
務
朗
係
の
仕
事
は
､
地
味
な
も

の
が
多
-
'
直
接
浜
の
皆
さ
ん
と
棲
す
る
こ
と
が
少

な
い
の
で
'
仕
事
の
内
容
が
わ
か
ら
な
い
人

が
い
る

か
と
思
い
ま
す
の
で
､
そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
｡

総
務
係
･-
職
員
の
服
務
や
管
理
'
庁

舎
の
維
持
管
理
'
試
験
禍

査
船
の
運
行
管
理

企
面
総
務
部

会
計
係
･
･予
算
の
経
理
'
収
入
'
支

出
'
物
品
の
購
入

企
面
情
報
主
査
･･･試
載
研
究
プ
ラ
ザ

の
開
催
､
研
究
成
果
'
広

報
'
試
巌
研
究
情
報
の
収
集

企
画
総
務
部
は
､
前
向
き
に
浜
と
水
託
の
架
け
橋

の
役
割
を
果
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
､

水
試
に
つ
い
て
'
わ
か
ら
な
い
串
や
要
望
が
有
り
ま

し
た
ら
'
企
画
情
報
主
査
あ
て
連
絡
願
い
ま
す
｡
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
｡

連
絡
先

企
画
総
務
部
'
企
画
情
報
主
査

電
話

(
〇

一
五
四
)
二
三

-
六
二
二

一



人

事

異

動

L

転
入
､
転
出

◆
四
月
十
二
日
付

釧
路
水
試
企
画
総
務
部
長
兼
総
務
課
長

(水
産
部
漁
港
課
長
補
佐
)

藤

田

勝

康

釧
路
水
式
利
用
部
長

(
釧
路
水
試
加
工
部
主
任
研
究
員
)

坂

本

正

勝

栽
培
セ
ン
タ
ー
沿
岸
部
長

(釧
路
水
試
増
殖
部
主
任
研
究
員
)

鳥

居

茂

樹

釧
路
水
試
利
用
奇
主
任
研
究
員

(釧
路
水
試
加
工
部
保
戒
科
長
)

加

藤

健

二

◆
五
月

一
日
付

中
央
水
試
総
務
部
総
務
課
長

(釧
籍
水
試
総
務
課
長
)

釧
緒
水
試
研
究
職
員

(中
央
水
試
研
究
鞍
員
)三

宅

博

哉

函
館
水
試
室
珊
支
坊
主
事

(釧
飽
水
試
主
事
)

榊

原

滋

松

田

峰

尭

◆
四
月

一
日
付

中
央
水
試
増
殖
部
魚
月
科
長

(
釧
路
水
試
増
殖
部
魚
貝
科
長
)

川
夷
田

憲

治

釧
路
水
試
漁
業
資
源
部
沿
岸
科
長

推
内
水
試
北
洋
丸
工
作
長

(釧
路
水
試
北
辰
丸
)

石

黒

貞

二

釧
路
水
試
特
別
研
究
員

(釧
路
水
就
利
用
市
長
)相

沢

◆
四
月
十
九
日
付

中
央
水
試
企
画
情
報
室
長
補
佐

(釧
鞄
水
試
漁
業
資
源
部
沿
岸
科
長
)

佐

野

満

函
館
水
封
加
工
研
究
室
長

(釧
路
水
試
利
用
部
主
任
研
究
員
)

絹

本

健

釧
籍
水
試
増
殖
部
主
任
研
究
員
兼
魚
貝
科
長

(載
堵
セ
ン
タ
-
浅
海
部
第
二
科
長
)

中

川

毒

針
給
水
拭
加
工
部
主
任
研
究
員

(網
走
水
試
紋
別
支
場
加
工
科
長
)

高

橋

玄

悟庚司彦夫

(釧
鞄
水
試
研
究
職
員
)吉

田

釧
飽
水
試
増
殖
部
海
藻
科
長

(中
央
水
試
研
究
職
員
)名

畑

釧
路
水
封
加
工
部
保
蔵
科
長

(釧
飽
水
試
研
究
職
員
)今

村

網
走
水
封
紋
別
支
場
加
工
科
長
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路
水
試
研
究
職
員
)野

俣

栽
培
セ
ン
タ
ー
浅
海
部
第
二
科
長

(
釧
路
水
試
研
究
職
員
)伊

藤

◆
六
月

一
日
付

釧
路
水
封
企
画
総
務
部
総
務
課
主
査

(水
産
部
栽
培
漁
業
課
主
任
)

2
.
新
規
採
用

英

堆

◆
四
月

一
日
付

釧
飽
水
試
北
辰
丸

◆
六
月

一
日
付

進

E

釧
緒
水
試
企
両
総
務
部

◆
八
月

一
日
付

釧
飽
水
試
漁
業
史
源
部

琢

磨

◆
九
月

一
日
付

釧
飽
水
試
増
殖
布

釧
籍
水
試
加
工
部

洋

義

三

長
谷
川

栄

治

丹

羽

孝

夫

22

本

間

隆

之

城

野

革

平

城

谷

幸

司

上

寿

隆

｢｣
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民
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